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前田　正治
　国保税は、他の健康保険と比べて家計の収入に占める負
担割合が大きい。今回の条例改正で、課税限度額（後期高
齢者支援分）が２万円引き上げとなり更に負担が増えるこ
とには反対である。

前田　正治
　昨年12月から継続審査をしており、陳情の趣旨について
は願意妥当と判断し、部分的に使途基準の見直しを行った。
結果としてこの陳情を不採択とすれば、改善を図った事実
とつじつまが合わず、採択すべきと考える。

山下　桂造
　普通に働けば人間らしい生活ができるよう
な最低賃金額の引上げと全国一律化は必要不
可欠。そのためには、地域経済を支える中小
企業等に対する財政措置や法整備を国や政府
に働きかけるべき。

前田　正治
　最低賃金は、国民全体の生活水準を下支え
する重要な役割があり、生計費は全国でそれ
ほど差はないため、地域間格差を是正すべき。
低迷する経済の活性化に向け、市民の声を代
弁した請願内容に賛成する。

議第41号　国保税の課税限度額引き上げ

令和４年
陳第4号

政務活動費の使途基準運用指針と
収支報告書の審査事務の見直し

請願1号　最低賃金大幅引上げと全国一律化

人　　　事
（敬称略）

■賛否の分かれた議案
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議第41号
専決処分事項の承認について	 専決第5号
玉名市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議
長×〇〇〇〇

原案可決
（賛20、反1）

※新生…新生クラブ／第二新生…第二新生クラブ／自友…自友クラブ／創政未来／無会派…会派に属さない議員

○…賛成　×…反対

陳情・請願　審議結果
件　　　　名 所管委員会 委員会結果 本会議最終結果

請第１号 物価高騰から生活を守るため最低賃金の大幅引上げと全国一律化を求める意見書の提
出に関する請願 建設経済 不採択

（賛成少数）
不採択

（賛成少数）
令和４年
陳第４号 政務活動費の使途基準運用指針と収支報告書の審査事務の見直しに関する陳情 議会運営 不採択

（賛成少数）
不採択

（賛成少数）

議案の審議結果
■全会一致で承認、可決、同意した議案

決 定 し た 主 な 事 業　６月定例会では、令和５年度一般

会計補正予算、条例の一部改正、人事、

専決処分事項の承認についてなど、

追加議案４件を含む31議案を可決、

同意、承認した。その他、請願１件、

陳情１件は不採択とし閉会した。

❶❶LPガス使用世帯支援事業LPガス使用世帯支援事業･･････････････････････････････････････1億1,689万円1億1,689万円
（物価高騰の影響を受けたLPガス使用世帯への支援）（物価高騰の影響を受けたLPガス使用世帯への支援）

❷❷物価高騰重点支援給付金事業物価高騰重点支援給付金事業････････････････････････････2億9,025万円2億9,025万円
（住民税非課税世帯等に対し、１世帯当たり３万円を給付）（住民税非課税世帯等に対し、１世帯当たり３万円を給付）

❸❸新型コロナ対策農林水産業支援事業新型コロナ対策農林水産業支援事業････････････1億2,672万円1億2,672万円
（畜産飼料及び農業用被覆資材の高騰により生産コストが上昇する農家に対する経営（畜産飼料及び農業用被覆資材の高騰により生産コストが上昇する農家に対する経営
支援及び３戸以上の農家が組織する団体への機械・設備等導入に対する支援）支援及び３戸以上の農家が組織する団体への機械・設備等導入に対する支援）

❹❹農水産業燃油価格緊急補填事業農水産業燃油価格緊急補填事業（農業）（農業）････････････････ 7,000万円7,000万円

　　　 〃 　　 〃 　（水産業）（水産業）･･････････････････400万円400万円
（施設園芸及び漁業経営セーフティーネット構築事業加入者対象）（施設園芸及び漁業経営セーフティーネット構築事業加入者対象）

❺❺暴風雪による海苔養殖場被害に伴う･暴風雪による海苔養殖場被害に伴う･
漁業者支援事業補助金漁業者支援事業補助金････････････････････････････････････････････････････ 1,424万円1,424万円
（１月暴風雪による海苔養殖場被害に伴う網や支柱等の購入に対するもの）（１月暴風雪による海苔養殖場被害に伴う網や支柱等の購入に対するもの）

★人権擁護委員候補者の推薦
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会期　６月５日 ▼６月30日 26日間
令和５年　第２回定例会（６月）

　全国市議会議長会第99回定期総会に

おいて、自治功労者として前田正治議

員（議員25年以上）と森川和博議員（議

員20年以上）に表彰状が贈呈されまし

た。表彰状の伝達は、６月定例会閉会

日（６月30日）に議場において行いま

した。

全 国 市 議 会 議 長 会 か ら 表 彰

前田議員　　　　　　森川議員前田議員　　　　　　森川議員

議番号 議　　　案　　　名

議第38号 専決処分事項の承認について	 専決第２号
令和4年度玉名市一般会計補正予算（第10号）

議第39号 専決処分事項の承認について	 専決第３号
玉名市税条例の一部を改正する条例の制定について

議第40号 専決処分事項の承認について	 専決第４号
玉名市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について

議第42号 専決処分事項の承認について	 専決第７号
令和５年度玉名市一般会計補正予算（第1号）

議第43号 令和５年度玉名市一般会計補正予算（第2号）
議第44号 令和５年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
議第45号 令和５年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
議第46号 令和５年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）
議第47号 令和５年度玉名市水道事業会計補正予算（第１号）
議第48号 令和５年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

議第49号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議第50号 玉名市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議番号 議　　　案　　　名
議第51号 玉名市過疎地域持続的発展計画の変更について
議第52号 工事請負契約の変更について
議第53号 工事請負契約の変更について
議第54号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第55号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第56号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第57号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第58号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第59号 睦合財産区管理委員の選任について
議第60号 睦合財産区管理委員の選任について
議第61号 睦合財産区管理委員の選任について
議第62号 睦合財産区管理委員の選任について
議第63号 睦合財産区管理委員の選任について
議第64号 睦合財産区管理委員の選任について
議第65号 工事請負契約の締結について
議第66号 工事請負契約の締結について
議第67号 工事請負契約の締結について
議第68号 工事請負契約の締結について

▲暴風雪被害を受けた海苔養殖場▲暴風雪被害を受けた海苔養殖場
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その他の質問

その他の質問

委 員 会 審 査委 員 会 審 査
ＬＰガス使用世帯支援事業
質問 支援事業の補助期間と値引きの確認方法は

答え 補助期間は今年の１月から９月を想定している。こ
れは、国のエネルギー対策としてガソリンや都市ガスの補
助時期に合わせたもの。今回は、県のＬＰガス協会を通して
契約世帯へ現金給付（口座振替）する。なお申請の際は、直
近1か月分の領収書を添付して協会へ申請することとなる。

自分たちの足元にある地域資源をビジネスに変
えていく
質問 地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業とは

答え 天水地区をモデルに、地域の環境・経済・社会をより
良くするため、身近な地域資源を活用したビジネスや事業
展開に向けた土台づくりを行うもの。地域の担い手を育成
し、地域の活力を最大限に発揮できるよう、持続可能な組
織づくりを目的としている。

サテライトオフィス等の進出を支援
質問 サテライトオフィス等進出支援補助金等の内容は

答え 市外から進出入居する企業へ、１企業につき100万円
を支給。その他、誘致ツアーの実施等に1,200万円、空き店
舗改修費用等に5,400万円を計上しており、雇用拡大や地域
活性化を図る。（国の交付金1/2）

インバウンド効果に期待
質問 ヘルスツーリズム※の旅先として選んだ２か所、決
め手は何か

答え 癒しと食のツアーに焦点をあてたもの。①蓮華院誕
生寺はガイドブックにない秘密のパワースポット。②天水地
域からの絶景を眺め、サウナを体験し、食を楽しむツアー。

いずれも旅館ホテ
ルのウェブサイト
などで販売。
※ヘルスツーリズム：
旅行を楽しみなが
ら、健康増進を図
るもの。

まちなか未来プロジェクトで研修へ
質問 先進地を選ぶ際の基準は

答え 候補自治体は、東日本２か所、西日本１か所。選定基
準は、本市が目指すまちづくりに特化した自治体。①駅を中
心としたまちづくりに取り組む。②エリアプラットフォーム※

を作っている。
※エリアプラットフォーム：行政・学識者・商工団体・金融・市民団体
など様々な方が集まる会議の場。

公立保育園ＩＣＴで業務改善
質問 改善される業務は何か

答え 出席状況の管理や、保護者との双方
向の連絡、緊急通報、給食の献立の配信によ
るアレルギー対策などがある。

公立保育園IＣＴ化の予算は
質問 購入する物品に対して予算額が倍以上あるが

答え 見積もり金額で予算を計上している。入札をかける
段階でおそらく下がると考える。

出産子育て応援給付金
質問 応援給付金はどの段階で支給されるのか

答え 妊娠の届け出時点で５万円（出産準備金）、出生届け
を出した時点で５万円（子育て応援給付金）を支給する。

中学生年代のクラブチームの現状は
質問 クラブチームの発足数（スポーツの種類ごと）は把
握できているか

答え すべての把握は出来ていないが、地域移行コーディ
ネ―ターが各中学校を回り、部活動指導者に聞き取りやア
ンケートを実施しながら、把握に努めている。

中学校部活動地域移行の現状は
質問 中学校部活動地域移行検討委員会の議論では、部活
動から社会体育への移行は、どの程度話が進んでいるのか

答え 実質的に移行が出来そうなところも何か所かあるた
め、保護者への説明なども考慮したうえで、９月ぐらいから、
種目ごとに順次移行していきたい。
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質 問
小中学校の防犯対策・侵入者対策

強化のため、早急な防犯機器の配

備が必要では

　学校は安心して学べる場所でなければな
らない。そのためには、学校管理者が具体
的な防犯対策を講じることが大切である。
命を守るための防犯機器（ネットランチャ
ー・防犯盾・催涙スプレー等）を早急に配
備しては。

教育
部長
市長

必要な設備は、学校と十分に協議

し、補助事業を活用し整備に努め

ていく

　小中学校の防犯対策状況は、ネットラン
チャーや防犯盾の配備はしていないもの
の、催涙スプレー、さすまた、警棒、ヘル
メット等を配備し、不審者侵入防止策を講
じている。また、学校ごとの取組として、
危機管理マニュアルの再点検や教職員の対

応力向上を目指す研修等の開催を行ってい
く。
　防犯対策の整備に補助事業等
を活用し、真に必要な防犯機器
等の配備を進めていく。

質 問
熊本地震以降、雨漏りが続く伊倉

小学校の校舎。安心安全確保のた

め、早急な解決策を

　熊本地震から７年が経過しても、いまだ
に教室と階段の雨漏りが続いている。学校
は安全で安心な場所でなければならない。
事故等を未然に防ぐため、危険箇所を点検
把握し早急な対応を求める。

教育
部長

雨漏り箇所を特定できる有効な手

段を見つけ、解消に繋げたい

　伊倉小の雨漏りは、階段の天井と教室の
一部で発生している。調査や補修を行って
いるが、現状の調査方法では雨漏りの原因
を特定できず、解消には至っていない。今
後、雨漏り箇所を特定できる有効な手段を
見つけ、可能な範囲での雨漏り解消を行
う。次に小中学校の危険個所は、市職員に

よる目視確認や学校からの随時連絡により
把握し、優先度の高いものは可
能な限り対応している。今後も
危険個所把握に努め、適宜必要
な補修等を行っていく。

質 問
教育環境の整備は丁寧かつ早急

に。豊水小と大浜小の統合はいつ

になるか

　両小学校の児童数と学級数の現状は。ま
た、豊水小においては複式学級での授業が
行われているが、その課題は何か。さらに、
今後両校が統合するまでの具体的なスケジ
ュールと新しい学校づくり委員会の役割は。

教育長
教育
部長

新しい学校づくり委員会を設置

し、令和７年４月開校を目指して

準備を進める

　大浜小の児童数は、128名の６学級。豊
水小の児童数は、44名の４学級で４学年
が複式学級。複式学級では、担任が２学年
を交互に指導し、人間関係が固定されがち
で、団体競技ができにくいのが課題。６月
に豊水小の学校運営協議会・ＰＴＡ三役か
ら、大浜小との統合を急いでほしいとの要

望があり、今後、住民の声を聴き、新しい
学校づくり委員会を設置し、令和７年４月
開校を目指す。委員会では、学
校の名称、校歌等、開校に向け
た基本的な事項を協議する。

◦	福祉事業における社
会福祉協議会の取組

◦	台湾スタートアップ事
業

◦	玉名市公式LINEカ
スタマイズ

▲伊倉小の雨漏り対策
▲ホルダー付きネットラ

ンチャー（左）
　防犯盾（右）

▲豊水小複式学級の授業風景

予 算 決 算 委 員 会 ６月22日㈭

玉名市過疎地域持続的発展計画の変更について
質問 今後も計画の変更はあり得るのか

答え 今回の変更は、当初の計画になかったものを提案し
ている。今後も盛り込むべき事業が出てきた場合、随

ず い じ

時変
更する予定である。

工事請負契約の変更について
質問 漁港のしゅんせつ土砂の処分場の変更の経緯は

答え 昨年10月の台風で、処分場の護
ご が ん

岸の一部が崩壊した
ため、護岸の補修工事が行われていたが、復旧作業が間に合
わないとの申出があり、処分場を変更することとした。

総 務 委 員 会 ６月23日㈮

最低賃金大幅引上げに関する請願
内容 請願内容は、最低賃金を1,500円以上に引上げ、全国一律化を求める意見書を国に提出するもの。反対討論があり、国の
方針は、一過性ではない構造的賃上げの実現に取り組むことに加え、全国平均を時給1,000円に引上げる方向性を強く示してい
る。よって状況を注視すべきとの内容であった。

建 設 経 済 委 員 会 ６月26日㈪

文 教 厚 生 委 員 会 ６月27日㈫

▲普賢岳や有明海を一望できる、草枕温泉てんすい
の展望サウナ
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質 問
こどもまんなか社会の実現に向け

た取組強化を

　４月からこども家庭庁が創設され、こど
もまんなか社会への取組が強化される。市
としても子ども・若者・子育て当事者の声
を聴く取組強化と、現在実施中の玉名未来
づくり研究所の活動を拡充しては。

市長
関係各課や関係機関と一層の連携

を行い、切れ目のない支援を行っ

ていく

　令和５年４月施行の「こども基本法」に
基づき、対象となるこどもや子育て当事者
等の意見を広く聴取し施策に反映させるた
め、Ｗｅｂの活用も含め様々な方法を検討
していく。また、玉名未来づくり研究所の
活動に加えて、まちなかの商業施設に若者
の居場所をつくり、若者が地域に触れ、考

え、行動する事業や高校生の探求活動など
を展示する事業予算を今議会に計上してお
り、こうした活動を通じて、若
者の声を聴いていく。

質 問
災害時に電源がなければ災害対策

本部は一切機能しない。非常用電

源確保の現状は

　災害対策本部が設置される本庁舎と一次
避難所の非常用電源確保の現状は。また、
今年５月に完成した熊本県防災センターと
の連携は。

総務
部長

非常用電源を備え、本庁舎は72

時間以上の電源を確保

　本庁舎及び一次避難所となる施設には非
常用発電機を備え付けている。機器点検と
燃料の確認等を施設ごとに適宜実施するこ
とで、非常時の電源確保対策を行ってい
る。災害対応の本部となる本庁舎は、72
時間以上の電源確保が可能となっている。
　また、県防災センターとの連携は、ネッ
ト回線だけでなく多様な手段を用いてお

り、連絡手段の断絶が起こらない仕組みで
ある。各種防災関連システムを活用し、県
と市で双方向の情報発信・収集
が可能であり、災害対応の連携
を図っている。

質 問
統合予定小学校の新校舎建設に

は、関係住民の意見を十分に反映

させて

　天水中敷地内に建設される統合予定小学
校。その業者選定方法や今後のスケジュー
ルは。また、学校関係者や住民の意見は基
本設計にどう反映していくのか。

教育長
教育
部長

学校づくり委員会の意見を参考

に、地域、学校、保護者からの声

を大切に進める

　小学校の基本設計は、本年度５月に条件
付一般競争入札で業者を選定し契約を行っ
た。今後は、学校づくり委員会の意見を参
考に校舎等の配置計画案の検討を進める。
また、施設の管理や整備等に関することは、
学校運営協議会の承認が必要で、設計の段
階で学校運営協議会委員、学校長、現ＰＴ

Ａ役員に加え、開校後に通学する児童の保
護者から幅広い意見を聴取し設
計に反映させていきたい。

◦	自治会等のデジタル
化

◦	熱中症対策の推進
◦	お悔みコーナー導入

◦	公共施設の包括管理
業務委託

▲熊本県防災センター内の災害対策本部

▲ 統合予定小学校は
天水中の敷地内に建
設予定

質 問
地域防災の要である自主防災組

織。その概要や組織への支援策は

　近年、地震や豪雨の発生で甚大な被害が
出ており、本市においても大雨や台風の影
響で避難所開設の回数も増加している。自
主防災組織は、地域防災の要と考えるが組
織の概要や組織への支援策を問う。

総務
部長

258行政区のうち183行政区で

組織し、防災意識の啓発と費用を

支援している

　自主防災組織として活動する地域の世帯
数を、市全域の世帯数で割った世帯カバー
率は83.2％である。組織の活性化に向け、
県の自主防災組織活動支援員や市職員が、
地域に即した防災講話を行うことで、防災
意識の啓発に努めている。また、費用面の
支援では組織に対する補助金を活用でき

る。これまでの実績は、避難訓練等の防災
活動に約48万円（49件）。ヘルメット等
の防災資機材の購入に約485万
円（49件）、で、引き続き活用
促進を行っていく。

質 問
困窮する農水産業。今後も支援継

続が必要不可欠と考えるが

　コロナ禍やロシアによるウクライナ侵攻
の影響による生産資材等の高騰は、農水産
業の経営を直撃。販売価格への転嫁が難し
い生産者にとって、物流業界の2024年問
題も迫り、経費はかさむばかり。生産者側
に立った継続的な力強いサポートが必要と
考える。

市長
きめ細かく速やかな支援は重要で

あり、真に必要とされる支援を展

開していく

　これまでにも、国、県からの予算を積極
的に活用し、様々な独自支援策に取り組
み、多くの生産者や関係者の方々から一定
の評価をいただいている。全国に誇れる産
地としての持続的な発展に必要となる予算

措置や追加的支援事業の構築等に対処した
い。一方で、他産業の持続化や市民の皆様
の豊かな生活のための支援も必
要なことから、それらの優先度
を踏まえた財源の確保に努める。

質 問
まちなか未来プロジェクトの推進

に大きな期待。まちなかの賑わい

を取り戻せ

　以前賑わっていた商店街もシャッターの
下りた店舗が目立ち、夜間は人通りも少な
く閑散としている。旧庁舎跡地や旧公立玉
名中央病院跡地の利活用、JR玉名駅周辺
の再整備には大きな期待が寄せられてい
る。グランドデザインの策定はいつになる
か。

建設
部長

まちなかの賑わいを再生するグラ

ンドデザインは、令和6年度の完

成を目指す

　現在、庁内20課から職員42名で構成す
る「まちなか未来プロジェクトチーム」で、
各課が抱える課題の抽出、本市の現状や将
来について議論・検討を進めている。今後
は、チーム内に道路などのインフラ整備・

公共施設などの複合化・魅力発信などを検
討する分科会を設置し、年度内には、グラ
ンドデザインの素案を策定し、
令和６年度の完成を目指す。官
民一体となり、スピード感をも
って取り組んで行く。

◦	天水地区の過疎対策
の進捗状況と今後

◦	天水中学校区の学校
再編

◦	玉名いだてんマラソ
ン

▲真剣に取り組んだ防災
訓練の様子

▲取り壊し予定の旧公立玉名中央病院。今
後の賑わい創出に期待
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質 問
特別な支援が必要な児童生徒が自

立するために市としてどう支援を

行うか

　文部科学省の調査では、通常学級におい
て特別な支援が必要な児童生徒は8.8％に
上る。特別支援教育の充実を図り、支援が
必要な児童生徒が自立できるようにするこ
とが肝心。市として特別支援教育支援員を
どう活用していくのか。

教育
部長

児童生徒の一人一人の教育的ニー

ズを把握し、適切な指導及び必要

な支援を行う

　支援を要する児童生徒についての情報を
共有し、より細やかな支援ができるよう市
教育委員会は、特別支援教育支援員を配置
し支援が必要な児童生徒を担当の先生とと
もに指導にあたっている。さらに、特別支

援教育コーディネーターを担う先生が中心
となり、校内委員会などで情報を共有し効
率的で効果的な最善の支援が行
われている。

質 問
空き家取り壊し等の補助金を増額

し、危険な老朽空き家を減らせ

　市内の空き家数は、平成20年から10年
間で960戸増加し4,410戸と増加傾向。放
置された空き家は、倒壊の危険性だけでな
く、ごみの不法投棄など景観にも悪影響
だ。危険空き家除却実績（令和元年～）は、
目標の７割弱。補助金を増額し、除却を推
進すべきでは。

建設
部長

より多くの方が活用できるよう交

付金等の予算確保が第一である

　平成30年度に創設した、玉名市老朽空
家等除却促進事業補助金制度への相談件数
は年々増加しており、令和４年度には年間
25件の目標に対し、目標を超える申請が
あっている。しかし、国の交付金の関係で、
うち一部を令和５年度に持ち越している状

況。このことから、より多くの方が活用で
きるように、まずは除却に対し
交付金等の予算確保が第一であ
ると考えている。

質 問
旧庁舎や旧公立玉名中央病院の跡

地、新玉名駅周辺の活用につい

て、早急にビジョンの提示を

　新庁舎開庁から９年、新玉名駅開業から
12年が経過。活用事業については、各種
団体や跡地活用検討委員会から答申や要望
等が数多く出されているが、いまだ市の具
体策は提示されていない。これ以上先送り
せず活用事業のビジョンを市民へ示すべき。

建設
部長

まちなか未来プロジェクトで、中

心エリア一体のグランドデザイン

により提示する

　グランドデザインの策定は、令和６年度
の完成を目指し、行政・学識者・商工団体・
金融・市民団体などが集まる会議の場「エ
リアプラットフォーム」を設置し、庁内の
プロジェクトチームと共に連携を図り進め

て行く。また、JR玉名駅周辺では、民間団
体によるにぎわい創出である「エキマチか
たろうピクニック」や「玉名未
来づくり研究所」が活動してお
り、市民との対話を重視し高校
生らの声を取り入れ進めていく。

◦	マイナカードに関する
トラブルや健康保険
証の廃止に関わる問
題

◦	自衛官募集における
対象者情報の提供

◦	TSMC効果と台湾ス
タートアップ事業

▲早めの対策を呼び掛けるチラシ

▲にぎわいを生み出す目標エリア

質 問
せっかくの遊歩道。いつもきれい

な状態にして、市民や観光客を誘

客したい

　繁根木川遊歩道は、平成22年から市が
維持管理しているが、昨年12月に国土交
通省によって土砂撤去などが行われ一部通
行可能となったものの、状態が良いとは言
いがたい。今後の維持管理のあり方は。

建設
部長

河川管理者の国土交通省と連携

し、適正な維持管理を行い、環境

美化に努める

　この遊歩道は、国土交通省との協議によ
り除草・土砂撤去などの維持管理を本市で
行っており、草刈りには地元からも協力を
得ている。しかし大雨のたびに水没し土砂
が堆積するなど、その対応に苦慮してい
る。遊歩道は、市民や温泉客にとって貴重

な散策路等にもなるため、今後は定期的な
パトロールや除草・土砂撤去などを行う。
河川管理者である国土交通省と
も連携し、適正な維持管理によ
る安全の確保や環境美化に努め
ていく。

質 問
活発な企業誘致活動の成果に敬

意。産業団地の現状と今後は

　玉名三ツ川産業団地の造成工事と企業の
進出状況、団地内のインフラ整備として立
地企業が取り入れる水と排水はどうなるの
か。また、今後の企業誘致活動をどう展開
するのか。

産業経
済部長

全９区画中、６区画に５社の企業

が予約済。今後も積極的な誘致に

取り組む

　９区画を２工区に分けて工事が進んでお
り、１工区は、２区画及び調整池で７月に
完了。２工区は、残り７区画があり、令和
６年３月竣工を目指す。企業の進出状況は
全９区画中、６区画に５社の企業が予約済
である。取水は上水道もしくは地下水とな
る。排水は、各企業で処理後に調整池を通
して河川へ放流されるため、周辺環境に影

響を及ぼさないよう規定遵守に努めてもら
う。企業誘致は、昨年度から首都圏や関西
方面への企業を積極的に訪問
し、今年度から県大阪事務所に
職員を派遣して適宜情報共有を
図りながら推進している。

質 問
規格外のミニトマト、廃棄はもっ

たいない。大切な資源として有効

活用すべき

　生産されたミニトマトは、そのすべてが
市場に出るわけではない。形がいびつなも
の、若干の傷があるものは規格外として相
当量が廃棄され、もったいない。フードロ
スを減らすため、その処分状況と活用事例
は。

産業経
済部長

生産者による無人販売や、ジュー

スなどの加工品として活用されて

いる

　規格外になる主な原因は、ハウス内の温
度が高温になる今の時期の湿気や湿度等に
より、多量の水分を吸い上げ実も勢いよく
肥り、皮が破れてしまうことによるもの。こ
れら出荷できないミニトマトは、知人への配
付や生産者自ら消費するなどされ、または、

農地へのすき込み処理が行われている。ま
た、活用事例は各々の生産者による無人販
売や、加工用として流通するの
が一般的。商品化される多くは
ジュースやドライフルーツ、ジ
ャム等の加工品となっている。

◦	少子化対策

◦	転入者への市民サー
ビス向上

◦	玉名市景観計画

◦	高道小学校児童の登
下校

  

 

済済  

済済  
済済  済済  

済済  

済済  

済済  

▲三ツ川産業団地区画分譲図

▲立願寺橋下流側の遊歩道。草が生い茂っ
ています

▲規格外のミニトマトは、	 	
加工品などに変わります
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‐吉田委員長の感想‐

　８つの質問に対し、各委員が市の現状を再確認し細かいところまで回答することができたと思う。
ただ、質問事項は出席されたメンバー以外から出されたものもあり、こちらから回答した後の意見
交換まで発展できなかったことは残念であった。今後は、回数を重ねながら市民の皆さんの声を市
政に反映できるような意見交換会を目指したい。

玉名青年会議所玉名青年会議所とのとの意見交換会意見交換会 VOL
.２

❶子育て支援の充実をお願いしたい

❷オーガニック給食は、現実的に可能か

❸スポーツ施設

❼TSMC関連企業の進出による玉名市への
波及効果

❹マクドナルド店舗前の渋滞解消

❺新玉名駅周辺の今後の開発

❻玉名駅通り、旧庁舎跡地等

❽議会委員会にはどのようなものがあるか

議会広報広聴特別委員会

人と文化を育む地域づくり

玉名青年
会議所から
の質問

第２回目の意見交換会を開催して

賑わいと活力ある産業づくり

便利で快適な都市づくり

議会に関すること

　令和５年４月21日、市庁舎にて第２回目となる意見交換会（楯岡大輝理事長ほか５名出席）を開催し
ました。
　今回は、玉名青年会議所から事前に市政に関する質問を出していただき、それに対して各委員が調査
したことを回答するという方法で実施しました。

先 進 地 視 察 レ ポ ー ト

【兵庫県西脇市】

◉テーマ『「議会と語ろう会」の取組』
◉テーマ『議会だよりの編集』

　「市民との意見交換会」の取組は、交換会で出された意見や提案等を再度議員間で討議して、重要な事柄は常任委員会に提出し、

さらには議員による政策提言や市執行部へ提出するなど、交換会を一過性のものにせず市民の声を大切に扱っており大変参考になっ

た。

　また、議会だよりモニター制度（読者モニター）を導入し、市民が議会報編集に参画することで議会に関心を深めてもらう

取組をされていた。広報広聴活動は、市民との接点であると改めて認識し、今後の委員会活動を推進すべきと意を新たにした。

【兵庫県丹波市】

◉テーマ『市民との意見交換会』
◉テーマ『議会だよりの編集』

５月17日～18日 議会広報広聴特別委員会　（委員８人）

【長野県伊那市】

◉テーマ	『高校生の議会傍聴、	 	
高校生との意見交換会』

　地域の宝である子どもたちに地域の未来を考える機会をつ

くり、地域の将来を支える人材を育成するための取組がなさ

れていた。

　意見交換会実施要領を作成し、要領に基づき、常任委員会

ごとにテーマを設定し意見交換会が行なわれている。

【長野県駒ヶ根市】

◉テーマ『市民と議会の意見交換会』

５月22日～24日 議会改革推進特別委員会　（委員８人）

委 員 会

　市民の声をどのように政策提言につなげていくか、仕組みや課題などを学ぶことが出来た。

　今後、議会として、どのように市民からの意見を政策につなげていくのか考えていくことが必要。

期　日 視察者 人数 内　容 対応した課

4月26日（水）米子市議会　会派：自由創政 10人 議会災害対応基本計画について 議会事務局

5月 9日（火）袖ヶ浦市議会　建設経済委員会 8人 6次産業の取組について 観光物産課

5月10日（水）高萩市議会　文教厚生委員会 5人
学校適正規模・適正配置の取組・小中一貫
教育について

教育総務課

5月11日（木）岡崎市議会　会派：公明党 3人 鳥獣被害対策について 林務水産課

5月15日（月）南さつま市議会　産業厚生委員会 10人 フードバンク玉名と地域との連携について くらしサポート課

行 政 視 察 の 受 け 入 れ 状 況行 政 視 察 の 受 け 入 れ 状 況 みんなの議会みんなの議会
LINEでもっと身近にLINEでもっと身近に

　６月定例会から、一般質問の予定項目がいち早く分かるよう、

玉名市公式LINEにて一般質問の掲載情報を通知することとな

りました。

　公式LINEの登録がまだの方は、この機会にぜひ友だち追加

をお願いします！

玉名市公式ＬＩＮＥ
登録はコチラ

スマートフォン
画面表示は

こんな感じです

【天草市】

◉テーマ『予算決算委員会の運営』

　玉名市議会では、昨年11月29日に予算決算委員会を設置し各定例会において審査を

行っているが、委員会に付託された案件の審査（質疑～委員会討議～討論～採決）に

とどまっておりその後の展開はまだ協議中の段階である。今回、平成28年度から取り

組んでおられる天草市議会予算決算委員会におけるその後の運営を学び、本市議会に

おいてもより充実した予算決算審査となるよう取り組んでいきたい。

４月27日 予 算 決 算 委 員 会　（委員22人）

①審査終了後の委員間の自由討議
②「決算に係る意見・要望」の取り
まとめ

③決算審査における重点審査事業
④議会改革調査特別委員会での再
検討

天草市議会の取組事例
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8月 25日㈮ 議会運営委員会
9月 1日㈮ 開会

11日㈪ 一般質問
12日㈫ 一般質問
13日㈬ 一般質問
14日㈭ 一般質問
15日㈮ 予算決算委員会
19日㈫ 予算決算委員会
20日㈬ 予算決算委員会
21日㈭ 総務委員会
22日㈮ 建設経済委員会
25日㈪ 文教厚生委員会
29日㈮ 閉会

４ 

月

21日 議会広報広聴特別委員会意見交換会

27日 予算決算委員会行政視察

５ 

月

10日 玉名市水産連絡会議

17～18日 広報広聴特別委員会行政視察

19日 議員研修会

22～24日 議会改革推進特別委員会行政視察

25日 議会広報広聴特別委員会

29日 議会運営委員会

６ 

月

2日 有明広域行政事務組合臨時議会

5日 ６月定例会開会

16・19・20日 一般質問

22日 予算決算委員会

23日 総務委員会

26日 建設経済委員会

27日 文教厚生委員会

30日 ６月定例会閉会

７ 

月

5～7日 有明広域行政事務組合行政視察

6日 玉名市玉東町病院設立組合議会

議会広報広聴特別委員会
（委員長）吉田真樹子	 （副委員長）坂本　公司

（委 員）

　大野　豊重　　　中村　慎吾　　　浜田繁次郎

　山下　桂造　　　立川　信之　　　前田　正治

この広報紙は再生紙および地球環境にやさしい植物油型インキを使用しています。

☆ホームページのアクセスは、検索画面で を入力してクリック！ 玉名市議会 ￨ 検索

　また暑い夏がやってきました。さて、玉名の初
夏を彩る「花しょうぶまつり」が終わり、夏真っ
盛りの８月５日には、草枕温泉を会場に「天水町
夏祭り」が開催されます。アットホームな夏祭り
ですが、露店も地域の方々がボランティアで開
店し、花火も上がる予定です。ひと夏の思い出作
りに、是非ご家族揃ってお越しください！
	 委員　立川　信之

編集後記

９月定例会スケジュール
開始時刻 10：00

議会の主な動き
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　陳氏が日本と台湾の架け橋となるべく日々奔走されている姿に感銘を受
けた。今後の日本と台湾の経済発展のためには、より深い結びつきが必要
であり、議員個人としてもできる限り継続的な交流を深めたいと感じた。

（浜田　繁次郎）

　今回は、台湾の半導体製造企業

であるTSMC（台湾積体電路製

造）が熊本県に進出すること、ま

た、玉名市としても「台湾スター

トアップ事業」を展開していることから、陳処長を招き台湾と日本（熊

本）との関係性を改めて研究することを目的に開催しました。

　なお当日は、陳氏の令夫人である鄭
てい

静
せい

敏
びん

氏及び台北駐福岡渉外課長

洪
こういくきん

育欽氏も同席されました。

陳銘俊氏　略歴

◦1964年３月、台湾東部の花
か

蓮
れんけん

県生まれ。

◦台湾外交部入省後に慶應義塾大学、大
阪外国語大学に留学されており、日本
語は大変堪能。

◦台湾駐日代表の補佐官、駐ボストン経
済文化弁事処の副処長、総統府機

き

要
よう

室
長を経て、2021年10月から現職。

講師：台北駐福岡経済文化弁事処長（総領事）陳
ちん
　銘

めい
俊
しゅん
　氏

演題：「台湾経済発展の原動力」

開催日：５月１９日（金）　場所：市役所本庁舎４階

※都合により変
更になること
があります。

議 員 力 ア ッ プ 研 修 会 報 告


